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地域住民
ちいきじゅうみん

のみなさんへ 

この地域
ちい き

で社会
しゃかい

福祉
ふく し

活動
かつどう

を始
はじ

めて１７年
ねん

になります。 

時代
じだ い

の変化
へん か

とともに福祉
ふく し

ニーズも変化
へん か

し、それに対応
たいおう

しようと 

努力
どりょく

してきました。私
わたし

たちの活
かつ

動
どう

をみなさまにお知
し

らせするために、 

今号
こんごう

から数回
すうかい

にわたって１７年
ねん

間
かん

の取
と

り組
く

みをご紹介
しょうかい

します。 

 

ＡＪＵ自立
じ り つ

の家
いえ

は、平
へい

成
せい

２年
ねん

４月
がつ

にスタートしました 

重
おも

い障害
しょうがい

をもっていても施設
しせ つ

で一生
いっしょう

を過
す

ごす生活
せいかつ

ではなく、また、家
いえ

で生活
せいかつ

していたとしても、

年
とし

老
お

いていく親
おや

がかりの生活
せいかつ

を送
おく

るのではなく、地域
ちい き

の中
なか

でひとりの市民
しみ ん

として自立
じり つ

した生活
せいかつ

をす

ることを私
わたし

たちは望
のぞ

みました。この希望
きぼ う

に、障害者
しょうがいしゃ

の応援
おうえん

をしてくださる寛仁
ともひと

親王
しんのう

殿下
でん か

よりアイ

ディアをいただきながら、５年
ねん

の歳月
さいげつ

をかけて練
ね

り上
あ

げた構
こう

想
そう

がＡＪＵ

自立
じり つ

の家
いえ

でした。 

自
じ

立
りつ

の家
いえ

を建
た

てるまでも、そして、建
た

ててからも、数
かぞ

え切
き

れないほど

の多
おお

くの人
ひと

たちから、有形
ゆうけい

無形
むけ い

の援助
えんじょ

と支援
しえ ん

、親
しん

切
せつ

をいただき心
こころ

より感
かん

謝
しゃ

しています。今後
こん ご

も設立
せつりつ

当初
とうしょ

の意志
い し

を大切
たいせつ

にしながら時
じ

代
だい

とともに変
へん

化
か

するニーズに応
こた

えていきたいと思
おも

っています。 

 

ＡＪＵ自
じ

立
りつ

の家
いえ

サマリアハウスの紹
しょう

介
かい

 

１７年
ねん

間
かん

の取
と

り組
く

みの紹介
しょうかい

の第
だい

1回
かい

目
め

は、カトリック恵方町
えほうちょう

教会
きょうかい

の隣
となり

、ＡＪＵ自立
じり つ

の家
いえ

の拠点
きょてん

である「サマリアハウス」です。サマ

リアハウスには、福祉
ふく し

ホームとデイセンターの二
ふた

つの機能
きの う

があります。 

福祉
ふく し

ホームは、寛仁
ともひと

親王
しんのう

殿下
でん か

のアイディアをいただいてつくった「障害者
しょうがいしゃ

の下宿屋
げしゅくや

」です。４年間
ねんかん

で社会
しゃかい

生活
せいかつ

や人間
にんげん

関係
かんけい

の経験
けいけん

を積
つ

み、世話
せ わ

を受
う

けるだけの受
う

け身
み

の生活
せいかつ

から地域
ちい き

で主体的
しゅたいてき

に生
い

きる

自立
じり つ

生活
せいかつ

を目
め

指
ざ

す場
ば

です。この１７年間
ねんかん

に、７０名余
めいあまり

の障害者
しょうがいしゃ

が福祉
ふく し

ホームを卒業
そつぎょう

しました。

アパートを見
み

つけ、住宅
じゅうたく

改修
かいしゅう

をして、ホームヘルプをはじめとする様々
さまざま

な福祉
ふく し

制度
せい ど

を利用
りよ う

して、

地域
ちい き

で暮
く

らせるようになりました。 

デイセンターは、自宅
じた く

だけの生活
せいかつ

ではなく、いろいろな人
ひと

や情報
じょうほう

と出
で

会
あ

う場
ば

です。自宅
じた く

で生活
せいかつ

す

る重度
じゅうど

の障害者
しょうがいしゃ

が、市内
しな い

各所
かくしょ

から毎日
まいにち

１０人
にん

から１５人
にん

がサマリアハウ

スへ通
かよ

ってきます。自宅
じた く

は、バリアフリーになってないため、思
おも

うよう

に外出
がいしゅつ

や買
か

い物
もの

ができませんが、この昭和区
しょうわく

ならできるので自由
じゆ う

に動
うご

け

ることを心
こころ

から楽
たの

しんでいます。多
おお

くの人
ひと

と出
で

会
あ

えるよう支援
しえ ん

し、また、

親
おや

が亡
な

くなった後
あと

も自宅
じた く

で生活
せいかつ

を続
つづ

けられるよう相談
そうだん

支援
しえ ん

しています。

１ 
7 

の 
年 

み 
ゆ 

あ 
第1弾 
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当事者
とうじしゃ

だからできる役割
やくわり

 

自立
じり つ

生活
せいかつ

を目
め

指
ざ

して、２０有余年
ゆうよねん

施設
しせ つ

の生活
せいかつ

を送
おく

っていた人
ひと

や、親元
おやもと

か

ら出
で

てきた重度
じゅうど

の障害者
しょうがいしゃ

たちは、自立
じり つ

支援法
しえんほう

の障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービスを活用
かつよう

し、日常
にちじょう

生活
せいかつ

の中
なか

の必要
ひつよう

な介助
かいじょ

を、ボランティアさんやヘルパーさんの力
ちから

を借
か

りて生
せい

活
かつ

しています。さまざまに関
かか

わってくださる多
おお

くの人
ひと

の中
なか

には、

知的
ちて き

や精神
せいしん

の障害
しょうがい

を持
も

った人
ひと

が、身体
しんたい

の不自由
ふ じ ゆ う

な人
ひと

の生活
せいかつ

を手
て

助
だす

けしてく

れたりして、お互
たが

いの存在
そんざい

を必要
ひつよう

としています。 

また、サマリアハウスには、総合
そうごう

学習
がくしゅう

の一環
いっかん

である福祉
ふく し

体験
たいけん

や介護
かい ご

体験
たいけん

の目的
もくてき

で、小学校
しょうがっこう

や

中学校
ちゅうがっこう

からたくさんの生徒
せい と

さんが訪問
ほうもん

してきます。医学
いが く

や福祉
ふく し

を学
まな

ぶ専門学校
せんもんがっこう

や大学
だいがく

、看護
かん ご

師
し

に

なる看護
かん ご

学生
がくせい

などもサマリアハウスへ見学
けんがく

実習
じっしゅう

に来
き

ます。その見学
けんがく

や実習
じっしゅう

に、福祉
ふく し

ホームの

入居者
にゅうきょしゃ

や、地域
ちい き

で暮
く

らす障害者
しょうがいしゃ

自身
じし ん

が、自分
じぶ ん

の体験
たいけん

を話
はな

したり車
くるま

いす体
たい

験
けん

のコーチをしたりと、

当事者
とうじしゃ

だからこそできる役割
やくわり

を果
は

たしています。 

 

この地域
ち い き

で様々
さまざま

なことに取
と

り組
く

みました 

車
くるま

いすを使
つか

って生
せい

活
かつ

する人
ひと

、高齢者
こうれいしゃ

、妊産婦
にんさんぷ

、ベビーカーをひく人
ひと

に

とっても暮
く

らしやすく、移動
いど う

しやすいまちづくりとして、歩道
ほど う

の設置
せっ ち

、市
し

バスのノンステップバスへの改良
かいりょう

、地下鉄
ち か て つ

の駅
えき

にエレベータの設置
せっ ち

を

希望
きぼ う

するなどバリアフリーへの取
と

り組
く

みをしてきました。また、県営
けんえい

住宅
じゅうたく

の建
た

て替
か

えに伴
ともな

うバリ

アフリー化
か

を要望
ようぼう

し、車
くるま

いす住宅
じゅうたく

とシルバーハウジングが実現
じつげん

しました。私
わたし

たちは、車
くるま

いすを

使
つか

う人
ひと

だけでなく、すべての人
ひと

にとって住
す

みやすい街
まち

となるよう活動
かつどう

してきました。 

 

 

およそ２０年前
ねんまえ

、私
わたし

たちの願
ねが

いを受
う

け入
い

れてくださったこの地域
ちい き

のみなさんが、私
わたし

たちにチャ

レンジできる大
おお

きなチャンスをくださいました。そして、障害者
しょうがいしゃ

だからなにもできないという人生
じんせい

ではなく、人
ひと

として当
あ

たり前
まえ

に暮
く

らせるようになりました。障害者
しょうがいしゃ

が、施設
しせ つ

や親元
おやもと

から出
で

て力
ちから

を

つけられる、こうした機会
きか い

が与
あた

えられたからこそと、心
こころ

から感謝
かんしゃ

しています。しかし、このチャ

ンスに出会
で あ

えたのは、まだ一部
いち ぶ

の人
ひと

です。このような機会
きか い

が、すべての障害者
しょうがいしゃ

に与
あた

えられるよう、

心
こころ

から願
ねが

うばかりです。 

 
 

◆今後
こん ご

もさまざまな形
かたち

でみなさんの疑問
ぎも ん

の声
こえ

に答
こた

えていきます。電話
でん わ

、ファックス、メールなど

で、ご意見
いけ ん

、ご要望
ようぼう

をお寄
よ

せ下
くだ

さい。 
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